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（（（（4444））））沿岸漁業沿岸漁業沿岸漁業沿岸漁業：

養殖以外の沿岸漁業は多様である。しかし

主業となる漁業種は限られ、小型底曳網、

大型定置網、潜水器漁業などが主業となる

ことが多い。地域性もあり、岩手県では小型

定置網、福島県では船曳網と刺網が主業と

されることが多い。

各漁業種別では、曳き網系は、大陸棚の

広い八戸沖と仙台湾沖が多く、リアス海岸

部では延縄や刺し網が多い。

また岩手県北には大型定置網が多く、宮城

県で小型定置網が多い。

採貝採藻は、沿岸漁民のボーナス的位置

づけであるが、これを主業とする経営体も岩

手県北の種市海岸、宮古湾、岩手県南端の

広田湾では少なくない。

沿岸漁業沿岸漁業沿岸漁業沿岸漁業のののの種類別経営体数種類別経営体数種類別経営体数種類別経営体数

「主とする」欄の赤字は「営んだ」の過半のもの

3.11大津波で壊滅的被害となった三陸海岸を中

心とする東北の太平洋沿岸の水産地域は、2年すぎ

た現在、復旧から復興への取り組みが進んでいる。各

種報道によると、その復興プロセスは、漁協の指導力

が目立つ岩手県と有志漁民の共同化による取り組

みが目立つ宮城県という特徴が鮮明になってきてい

る。 そもそも漁業の復興プロセスは、震災前の漁業

形態や就業構造に規定されるため、その地理学的理

解には震災前の地域性の把握が必須と考える。 本

発表では、2008漁業センサスを主に用いて、三陸沿

岸を中心とする激甚被災地域の漁業の特性を分析

し、図化した結果を提示する。

末尾の主成分分析による地域類型化の詳細と、そ

の復興プロセスへの含意は、発表要旨集に記したの

で、ご参照いただければ幸いである。
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（（（（１１１１））））対象範囲対象範囲対象範囲対象範囲：津波被害の中心となった八戸～相馬間を対象。海岸線の特徴から、宮古より北の隆

起海岸、宮古湾から牡鹿半島にかけてのリアス海岸、そして砂浜海岸の仙台湾岸に３分される。

農林水産省統計情報部（2012.3）

（（（（2222））））長期趨勢長期趨勢長期趨勢長期趨勢：対象地域の大半を含む岩手・宮城両県の趨勢をみると、漁業経営体，就業者とも

減少が著しく，担い手の高齢化も進行している。しかし縮小は主に沖合・遠洋部門で，養殖など沿

岸漁業と漁業専業層はむしろ増加傾向にもあった。漁業就業者の高齢化も確実に進行した。

漁業生産額

（漁業養殖業生産統計年報）

規模階層別漁業経営体数

自営漁業の専兼別個人漁業経営体数

（（（（3333））））基本構造基本構造基本構造基本構造：

右図は，海面養殖，他の沿

岸漁業，中小漁業，大規模

漁業の4階層別の経営体

数構成を示した。 ここから

漁業経営の基本構造が把

握できる。 すなわち，①内

湾に恵まれた山田湾から

松島湾にかけては日本を

代表する養殖地帯である

こと，②宮古以北，七ケ浜

以南は養殖以外の沿岸漁

業が主であること，③内湾

に恵まれなくても普代や重

茂のように養殖を主とする

地区もあること，④大規模

漁業層からわかるように、

八戸、宮古、釜石、気仙沼、

女川、石巻、塩釜が拠点港

として立地していること、が

自営・雇われ別漁業就業者数

女川、石巻、塩釜が拠点港

として立地していること、が

把握できる。

（（（（4444））））海面養殖海面養殖海面養殖海面養殖：

海面養殖は、対象生物に適する水温、水深、そして漁協や浜

の経営戦略により、南北に長い東北沿岸では地域性が表れる。

左図をみると、北から概ねコンブ、ワカメ、ホタテ、カキ、ノリという

順に隆盛地が形成されている。これはあくまで「主業」とする経

営体数であるが、実際には沿岸、湾央、沖合などの海況に応じて

複数種目の兼業も多い。右表をみると、ぎんざけ、カキ、ノリは主

業が大半であること、ワカメ、ホタテは主業が過半を占めるもの

の兼業も相当多いこと、コンブとホヤは多くが兼業である。

経営規模（下図）をみると、岩手県の零細性が目立つ。

（（（（5555））））経営構造経営構造経営構造経営構造：

ここでは３つの指標から、経営

構造に表れた地域性を読み取る。

図には、岩手・宮城両県の違いが

鮮明に浮かび上がる。

・経営組織（左図） -- 岩手県では

県北や県南の気仙地方を中心に

共同経営が多いほか、山田湾や大

槌では生産組合も多い。一方で宮

城県では会社経営が目立つ。岩手

県の共同経営の多くは大型定置

網であり、漁協が参画する共同経

営が多数を占める。主な漁獲対象

はサケである。

・販売金額別経営体数 （中）--

5000万円以上の経営体は概して

宮城県の牡鹿半島と仙台湾岸の

ノリ養殖地帯に多い。逆に岩手県

内の零細性がここでも確認できる。

・系統以外の出荷先（右） -- 岩手

県では漁業共販の力強く、それ以

外に出荷する経営体は僅少であ

る。逆に宮城県では牡鹿半島部を

中心に系統以外出荷が多数にの

ぼる。

海面養殖海面養殖海面養殖海面養殖のののの種類別経営体数種類別経営体数種類別経営体数種類別経営体数

「主とする」の赤字は「営んだ」の過半のもの

主な養殖種目の

規模別経営体数

（1998）

経営組織別
経営体数

販売金額別
経営体数 系統以外の

出荷先別
経営体数

漁業就業者（岩手＋宮城）の年齢構造の変化

ぼる。

（（（（7777））））就業者就業者就業者就業者のののの年齢構成年齢構成年齢構成年齢構成、、、、女性女性女性女性のののの従事従事従事従事：：：：

77777777地区地区地区地区××××23232323指標指標指標指標のののの主成分分析結果主成分分析結果主成分分析結果主成分分析結果

漁業就業者と
陸上従事者の
女性比率

漁業就業者
の年齢後継者の有無別

個人経営体数

（（（（6666））））兼業構造兼業構造兼業構造兼業構造、、、、後継者後継者後継者後継者のののの有無有無有無有無

・自営漁業兼兼別（左）：6割以上が第二種兼業の農業に比べて、

漁業では専・主業の割合が高い。特に山田湾、牡鹿半島で専業率

が高い。「漁業従」の割合が高いのは岩手県北、気仙地方である。

・兼業種類別（中）：自家農業を含む「その他自営」は「半農半漁」

漁村で、海岸段丘上に農地をもつ岩手県北、気仙沼湾沿岸に多い。

都市漁港近隣では漁業雇われが多い。

・後継者有無別（右）：これも岩手・宮城で対照的で、歌津、女川、

牡鹿半島で後継者のある漁家が多い。

（（（（7777））））就業者就業者就業者就業者のののの年齢構成年齢構成年齢構成年齢構成、、、、女性女性女性女性のののの従事従事従事従事：：：：

・年齢構成（左）：高齢化は種市海岸、大槌か

ら気仙沼周辺、牡鹿半島の離島部で高く、若

年層は牡鹿半島部のほか、岩手県重茂の高

さが目立つ。これまでみた生産力の高さと連

動している。

・女性（右）：漁業就業者の大多数は男子であ

るが、陸上部門では女性の役割がじゅうよう

であることがわかる。特に、採貝採藻の種市海

岸の女性率が突出。

（（（（8888））））地域類型地域類型地域類型地域類型：：：：

上記の分析から右図のような地域類型

を抽出した。 それぞれの地域類型に

ついて今後の復興プロセスがどのよう

に展望できるかについては、別原稿に

まとめたので参照いただきたい。

自営漁業の専業・主従別
個人経営体数

兼業種類別の
個人経営体数


